
ビフィズス菌の持つLNB選択代謝経路

安価な原料を出発とした10L-スケールでのLNBの酵素合成
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・食品・薬品関連企業などHMO関連以外にも種々のオリゴ糖大量調製
技術を開発しております。酵素法によるオリゴ
糖類の大量調製技術に興味をお持ちでしたらご
連絡ください。
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ビフィズス菌のヒトミルクオリゴ糖代謝経路に迫る
～ 母乳とビフィズス菌の関係 ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

種々のオリゴ糖が腸内善玉菌を増やす働きを示
すことによりプレバイオティクスとして食品開発
されています。ビフィズス菌はプレバイオティク
スの主要なターゲットです。乳児腸内でのビフィ
ズス菌定着は乳児健康に重要であるとされます。
ビフィズス菌は母乳に含まれるヒトミルクオリゴ
糖(HMO)を選択的に代謝することにより優先的な
増殖を得ることが古くから知られていました。し
かしながらHMOはオリゴ糖の複雑な混合物であ
り、その代謝経路は長年明らかにされていません
でした。私たちは2005年にビフィズス菌が菌体
内にHMOの非還元末端に多く存在する二糖類で
あるラクト-N-ビオースI(LNB)の特異的代謝経路
を持つことを発見しました。この発見を契機とし
て共同研究者らとビフィズス菌のHMO利用に関
わる酵素群を同定することに成功し、現在ではゲ
ノム情報からHMO代謝経路の有無を確認できる
ようになりました。
乳児腸管から単離されるビフィズス菌種の大部
分はLNB特異的代謝経路を持ちます。LNBはビ
フィズス菌増殖因子として期待されますが、有効
な製造法が存在しませんでした。私たちはLNBを
安価な原料のショ糖とN-アセチルグルコサミンか
ら一段階の酵素法により大量に製造できる方法を
開発しました。食品素材としての応用を期待して
います。
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